
JP 4465047 B2 2010.5.19

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
第１部分は、底部に混合室（４）、上部にメタンガスの泡を集めるためのガス収集手段（
８）、および混合室とガス収集手段との間に存在する発酵セクション（６）を有する逆流
嫌気性スラッジブランケット（ＵＡＳＢ）反応器（１）であって、発酵セクションは、バ
イオマスおよび精製すべき水のために意図されており、第２部分は、該逆流嫌気性スラッ
ジブランケット（ＵＡＳＢ）反応器（１）の上に配置された好気性反応器（２）であって
、前記好気性反応器は、空気および／または酸素を供給するための手段（１４）を含んで
おり、
第３部分は、ガス収集手段を通して上方へ流れた嫌気性スラッジのための緩衝帯（１３）
であって、前記緩衝帯は、上部において開口を備えた仕切り（１２）と下部側において前
記ガス収集手段（８）との間に形成されており、空気および／または酸素を供給するため
の前記手段（１４）は、前記緩衝帯（１３）の上に配置されている、ことを特徴とする、
前記の第１部分、第２部分及び第３部分を含む、廃水の生物学的精製用装置。
【請求項２】
スラッジ分離手段が、精製された水からバイオマスを分離するために、好気性反応器（２
）の上に配置されていることを特徴とする、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
スラッジ分離手段が、浮遊装置（３）により形成される、請求項２に記載の装置。
【請求項４】
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立ち上がり管（１７）が、好気性反応器（２）中に配置され、好気性反応器（２）から上
方へ水を混合室（１８）中に供給するように意図されており、ガスの泡が豊富な水（泡だ
った水）を供給するためのパイプ（１９）がその混合室中に出ていることを特徴とする、
請求項３に記載の装置。
【請求項５】
前記混合室（１８）は、上部において接触室（２１）中に出ており、その接触室において
、好気性反応器から生じる水、ガスの泡が豊富な水、および浮遊装置中に存在する水がお
互いに混合されることを特徴とする、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
浮遊装置における液体レベルの上に、浮遊層スキマー（２２）を備えており、前記浮遊層
スキマー（２２）は、液体上に集めたスラッジを、スラッジタンク（２３）に供給し、前
記スラッジタンク（２３）は、スラッジ排出用パイプ（２４）に連結されていることを特
徴とする、請求項３～５のいずれか１項に記載の装置。
【請求項７】
接触室（２１）から減圧バルブ（２９）を介して空気および泡を除去するための出口（２
７）を、浮遊装置（３）のパイプ（１９）の下部で好気性反応器（２）の上部に備えてい
ることを特徴とする、請求項３～６のいずれか１項に記載の装置。
【請求項８】
前記逆流嫌気性スラッジブランケット（ＵＡＳＢ）反応器（１）のガス収集手段（８）が
、立ち上がり管（９）を介してガス室（１０）に連結されており、そのガス室は、ダウナ
ー（降下管）（１１）を介して装置の底のすぐ上の混合室（４）に順に連結されているこ
とを特徴とする、請求項１～７のいずれか１項に記載の装置。
【請求項９】
装置の底のすぐ上にある言及された混合室（４）は、開口を有する仕切り（７）によって
前記逆流嫌気性スラッジブランケット（ＵＡＳＢ）反応器（１）から分離されていること
を特徴とする、請求項８に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
本発明は、
第１部分は、底部に混合セクション（混合室）（４）、上部にメタンガスの泡を集めるた
めのガス収集手段（８）、および混合セクションとガス収集手段との間に存在する発酵セ
クション（６）を有する逆流嫌気性スラッジブランケット（ＵＡＳＢ）反応器であって、
発酵セクションは、バイオマス（biomass）および精製すべき水のために意図されており
、
第２部分は、ＵＡＳＢ反応器（１）の上に配置された好気性反応器（２）であって、前記
好気性反応器は、空気および／または酸素を供給するための手段（１４）を含んでいる、
前記第１部分及び第２部分を含む、廃水の生物学的精製用装置に関する。
そのような装置は、国際特許出願ＰＣＴ／ＮＬ９６／０００４８に開示されている。
好気性精製は通気のために比較的多量のエネルギーを必要とし、その結果過剰の形態で比
較的多量の固体廃物を生じる。しかし、処理された水の品質は満足である。嫌気性精製は
エネルギーをあまり必要としないしまたは全く必要としない、そして過剰のスラッジの量
は無視してよい。一方、処理された水の品質は一般的に不満足である。もし嫌気性処理お
よび好気性処理を組合わせたならば、不利益を減少させながら両方法の利点が利用される
。嫌気性部分においては化学的に酸化可能な物質（例えば７５％）の大部分はメタンガス
に転化され、エネルギーの消費およびスラッジの生長は低下する。残りの汚染物は、好気
性セクションにおいてスラッジタイプのバイオマスおよび炭酸ガスに転化される。いくぶ
ん大規模なケースにおいては節約が特に認められる。より小さい装置のケースにおいては
、嫌気性および好気性の精製の組み合わせはあまり魅力的ではない。なぜなら、節約して
も好気性精製のための追加の投資を埋合せしないからであり、かつしばしば不充分な空間
が存在するからである。嫌気性反応器および好気性反応器をお互いの上に、好ましくは１
つのタンクにおいて配置することは、小規模でさえ嫌気性および好気性の精製の組み合わ
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せを有益にする。
前述の国際特許出願に開示された設計に起こりうる欠点は、嫌気性生物量および好気性バ
イオマスが１つの反応器から他の反応器に移動する場所においてお互いと混合することで
ある。好気性反応器における流れがかなり乱れる事実の結果として、嫌気性バイオマスは
嫌気性反応基にもどって下降することができない。それは精製効率に悪影響を与える。
本発明の目的は、この欠点を避けることであり、この目的のために、序文に述べた方法は
、第３部分がガス収集手段を通って上方へ流れた嫌気性スラッジのための緩衝帯であり、
前記緩衝帯は、上部において、開口を備えた仕切りにより、そして低部側において、前記
ガス収集手段により、制限されており、空気および／または酸素を供給するための前記手
段は、前記緩衝帯の上に配置されている、ことによって特徴とされる。
仕切りは、特に、嫌気性スラッジは最後には好気性反応器に入れられないし、そして好気
性スラッジは嫌気性反応器中に下降することができない、ことを確保している。好気性流
出液は、仕切り中の開口を介して好気性反応基の中に流れることができる。静かな緩衝帯
において、その中に得られた全ての嫌気性スラッジは集めることができるので、それを嫌
気性反応器室内にもどして下降させることができる。
ＪＰ－Ａ－６１２７４７９８（要約）には、下部に嫌気性反応器を有し、そして上部に好
気性反応器を有する容器を含む有機物の廃水を処理するための装置が開示されていること
が指摘される。これら両反応器の間に仕切りが配置されており、それに加圧された空気が
供給され、空気の泡を好気性反応器に射出する。しかし、仕切りおよびガス収集手段の間
に形成された緩衝帯は存在していない。結果的には、嫌気性スラッジが好気性反応器に流
れることを避ける問題は解決されていない。更に、嫌気性反応器はＵＡＳＢ反応器ではな
い。
更に、ＤＥ－Ａ－４４１１８２５には、下部に嫌気性セクションおよび上部に好気性セク
ションを有する廃水精製用装置が開示されている。有機物質は鉄塩によって浮遊され、好
気性部のフロック（flocks）およびスラッジは、嫌気性部に導入される。しかし、好気性
セクションへの流れから嫌気性スラッジを避けるための、および反対に嫌気性セクション
への流れから好気性スラッジを避けるための仕切りおよび緩衝帯の組み合わせは存在して
いない。
更に、ＵＳ－Ａ－５１４７５４７は、上方へ循環または再循環することによって処理すべ
き液体のための酸化および生物学的還元反応器に関する。容器は、処理すべき液体より低
密度の下層および処理すべき液体より高密度の上層によって満たされている。仕切りは、
前記のより低い間に配置されており、そして本発明が指向している溶液の問題解決になん
らの指示も与えていない。
ＵＡＳＢ反応器の操作は、内部ポンプ（ガスリフト（gas lift））として作用するバイオ
ガス（biogas）の助けを用いて流出液のいくらかを再循環させることにより、それ自体既
知の方法において改良することができることが指摘される。更に、好気性流出液のいくら
かは、脱窒素作用を生じさせるために、嫌気性反応器を介して再循環させることができる
。
精製された液体から好気性バイオマスを分離するために、スラッジを分離する手段、例え
ば浮遊装置を好ましくは好気性反応器上に配置する。
好気性セクションの効率的態様は、好気性反応器から上方へ水を混合室へ供給するための
中心の立ち上がり管を含み、その混合室にガスの泡を豊富に含んだ再循環水（白く泡立っ
た水）を供給するためのパイプが出ている。更に、前述の混合室は、上部において接触室
に流れ出ており、その接触室において、好気性反応器から生じる水、ガスの泡を豊富に含
んだ水および浮遊装置中に存在する水をお互いに混合することができる。
分離した好気性スラッジを除くために、浮遊装置中の通常の液体レベルの上に、液体上に
集められたスラッジを、スラッジ再循環パイプに連結されている中心スラッジタンクに供
給する層スキマー（layer skimmer）が提供される。
泡および空気を除くための膨張バルブを有する排水パイプは、浮遊装置の底（パイプ）の
下の好気性タンクの上部に提供される。
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水は、ガス－リフト作用（gas-lift action）によって嫌気性反応基からガス同伴で運ぶ
ことができる。ガスから前記水を分離するために、同時に再循環を促進させるために、嫌
気性反応器のガス除去手段（ガス収集手段）を、立ち上がり管を介して、装置の底のすぐ
上にある混合室へのダウナー（downer）（降水管）を介して順に連結されているガス室に
連結することができる。
装置の底のすぐ上にある前記混合室は、開口を有する仕切り（partition）によって嫌気
性反応基から分離されている。
また、他の酸素含有ガスを空気の代りに好気性反応基に供給することもできる。
さて、本発明は、本発明による装置の図形を再現して示す図面に言及することによって更
に詳細に説明される。
示された装置は、廃水を生物学的に精製することに指向されており、ＵＡＳＢタイプの嫌
気性反応器１、好気性反応器２および浮遊室３を含んでいる。前記単位は、ただ１つの比
較的高いカラム（例えば、１０～２５ｍの高さ）で配置されている。前記カラムは、好ま
しくは、ただ１つのタンクである。
最低セクション－ＵＡＳＢ反応器１－には、混合室４を有する底が提供されており、それ
に流入液がパイプ５から流れ出ている。前記混合室は、流れを通す開口を有する仕切り７
によって実際の嫌気性発酵室６から分離されている。流入液を混合するために、それ自体
知られている設備、例えば接線に沿って流出する導入用パイプを混合室４に存在させても
よい。
ＵＡＳＢ反応器においては、汚染物質はメタンに転化される。ＵＡＳＢ反応器の最高セク
ションに提供されているものは、ガス収集用フードであり、その中に室６で生成したメタ
ンが集められ、立ち上がり管９を介してガス室１０に供給される。ガスを伴って運ぶ水は
、室１０の中に集められ、降水管１１を介して混合室４にもどして供給される。
ＵＡＳＢ反応器１は、開口を有する仕切り１２によって好気性反応器２から分離されてい
る。
ガス用フード（ガス収集手段）８と仕切り１２との間に配置されているのは緩衝空間（緩
衝帯）１３であり、その中にフード８を通過して通った嫌気性スラッジを集めることがで
きるので、それを嫌気性反応器１にもどして下降させることができる。緩衝空間は静かで
ある。
仕切り１２の上に配置されているのは、空気および／または酸素を好気性反応器に供給す
るための手段１４である。前記反応器においては、汚染物質は好気性細菌により本質的に
炭酸およびバイオマスに転化される。反応器２における液体レベルは１５によって示され
、そして好気性反応器２と浮遊室３との密閉された仕切りは１６によって示される。
ＵＡＳＢ反応器からの流出流を供給する結果として余分となった精製された水は、中心の
パイプ（立ち上がり管）１７を介して好気性反応器を離れ、そして最後には混合室１８に
入れられ、それに、水の中に溶解させた空気を有する水をパイプ１９を介して供給するこ
とができる。パイプ１９の末端には膨張バルブ２０がある。水を白色にする空気の泡は膨
張によって造られる。
次いで、混合室は接触室２１に続き、その中において泡立った水（whitewater）は、浮遊
室３の水と混合され、その結果として、凝集塊（flocs）が形成され、それは空気の泡に
よって上方へ移動される。バイオマスの浮遊層が浮遊室の水の上に形成される。
浮遊層スキマー２２により、バイオマスは中心のスラッジタンク２３に供給され、そこで
バイオマスはパイプ２４を介して浮遊室３から除去される。バイオマスは好気性反応器２
にもどして供給することができる。好気性処理からの流出液は、環状パイプ２５および排
水パイプ２６を介して浮遊室３から離れ、そして下水本管またはスラッジおよび固体物質
を含まない地上水に放出することができる。過剰のバイオマスは、決めた時間においてス
ラッジ貯蔵装置に排出することができる。
好気性反応器２における液体レベル１５の位置において配置されているのは、全ての泡と
一緒の空気のための出口２７であり、それは、膨張バルブ２９を介して、空気を除くため
のパイプ３０に、そして泡を除くためのパイプ３１に流出させる。
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複雑な処理（嫌気性、好気性、浮遊）は、比較的高い高さ（１０～２５ｍ）を有するカラ
ムの中で生起するので、床のスペースは少ししか占有されない。更に、排水用樋、被覆用
材料および換気用装置のような分離の構成のケースにおいて実際に必要とする多数の構成
部品を必要としない。
多種の変更および追加の設備が可能であることは言うまでもない。例えば、好気性流出液
のいくらかは、脱窒素化作用を生じさせるためにＵＡＳＢ反応器を介して再循環すること
ができた。次いで、通気は記載されたそれから異なってできた。また、空気の代りに酸素
を使用することができる。
本発明に関して、更に以下の内容を開示する。
1．　底部に混合室（４）、上部にメタンガスの泡を集めるためのガス収集手段（８）、
および混合室とガス収集手段との間に存在する発酵室（６）を有し、発酵室はバイオマス
および精製すべき水のために意図されている、逆流嫌気性スラッジブランケット（ＵＡＳ
Ｂ）反応器、およびＵＡＳＢ反応器（１）の上に配置された好気性反応器（２）を含み、
ＵＡＳＢ反応器（１）および好気性反応器（２）は、開口を備え、かつ通過して流れた嫌
気性スラッジのための緩衝空間（１３）を形成するためにガス収集手段（８）の上にいく
らかの距離をおいて配置されている仕切り（１２）によってお互いから分離されているこ
とを特徴とする、廃水の生物学的精製用装置。
2．　スラッジ分離手段例えば浮遊装置（３）は、精製された水からバイオマスを分離す
るために、好気性反応器（２）の上に配置されていることを特徴とする、1.による装置。
3．　空気および／または酸素を供給するための手段（１４）が、前記仕切り（１２）の
上に配置されていることを特徴とする、1.または2.による装置。
4．　中心の立ち上がり管（１７）は、好気性反応器（２）中に配置され、好気性反応器
（２）から上方へ水を混合室（１８）に供給するように意図されており、その混合室にガ
スの泡が豊富な水（泡だった水）を供給するためのパイプ（１９）が出ていることを特徴
とする、2.または3.による装置。
5．　言及された混合室（１８）は、上部において接触室（２１）に進出しており、その
接触室において、好意性反応器から生じる水、ガスの泡が豊富な水、および浮遊装置中に
存在する水がお互いに混合することを特徴とする、4.による装置。
6．　浮遊装置における通常の液体レベルの上に、液体上に集めたスラッジを、スラッジ
排出用パイプ（２４）に連結されている中心のスラッジタンク（２３）に供給する浮遊層
スキマー（２２）を備えていることを特徴とする、2.～5.の１つによる装置。
7．　空気および泡を除去するための減圧バルブ（２９）を有する排出パイプ（２８）を
、浮遊装置（３）の底（１９）の下部で好気性反応器（２）の上部に備えていることを特
徴とする、2.～6.の１つによる装置。
8．　ＵＡＳＢ反応器（２）のガス除去手段（８）は、立ち上がり管（９）を介してガス
室（１０）に連結されており、そのガス室は、ダウナー（降下管）（１１）を介して装置
の底のすぐ上の混合室（４）に順に連結されていることを特徴とする、1.～7.の１つによ
る装置。
9．　装置の底のすぐ上にある言及された混合室（４）は、開口を有する仕切り（７）に
よってＵＡＳＢ反応器（１）から分離されていることを特徴とする、8.による装置。
10．廃水の生物学的精製のために、底部にＵＡＳＢ反応器（１）および上部に好気性反応
器（２）を含むカラムが使用される。２つの反応器（１；２）は、開口を備えた仕切り（
１２）によってお互いから分離されており、嫌気性流出液が好気性反応器を通ることを可
能にする。仕切り（１２）は、通過して流れた嫌気性スラッジのための緩衝空間（１３）
を形成するために、ガス収集手段（８）の上にいくらかの距離をおいて配置されている。
好ましくは、浮遊装置（３）は、精製された水からバイオマスを分離するために、好気性
反応器の上に配置されている。
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